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 本年は、本学理学部が創設されてから 20 年目に
なります。大学および学部中心で既に幾つかの記念
事業の計画が検討されています。総合理学研究所と
しても、例えば、公開研究発表会や記念学術出版な
どの記念事業を企画できれば幸いです。今後、運営
委員を中心にして検討したいと考えています。 
 地球温暖化による様々な環境異変が報じられる中
で 21 世紀以降に人類が地球の自然をどこまで自然
のまま引き継いでゆけるかが問われています。自然
科学に関わる実学は数多くあっても、問題解決のた
めの基盤は理学によって与えられると確信していま
す。幸いにも、私達は理学の一翼を担う立場で研究
と教育に携わっており、総合理学研究所はその活動
を支えるために機能しうる組織です。本学理学部お
よび大学院理学研究科の円滑な発展を期し、微力な
がら、職責を果たして参る所存です。最後になりま
したが、総合理学研究所の今後の活動に所員皆様の
これまで以上の篤いご支援とご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。 
 
 
 
